
ま え が き

本書は、昨年（2015年）上梓した『芸術・スポーツ文化学研究』の第2弾に
なります。前巻でも説明しましたが、このシリーズは昨年度、新たに「芸術・ス
ポーツ文化学科」が開設された北海道教育大学岩見沢校における研究基盤の確立
をねらいとしたもので、文化としての芸術やスポーツを地域の人々と共有し、普
及発展の仕方を探っていく本学の教員による研究論文集です。音楽やスポーツ、
美術、さらにビジネス論など研究分野は多岐にわたっています。
本書は昨年度と同様に「文化資源研究領域」「指導研究領域」「地域文化研究領
域」「複合文化研究領域」、そして「芸術・スポーツビジネス研究領域」の5領域
から構成されています。掲載された論文では芸術やスポーツの指導に関する内容
が若干多く見られましたが、本学には芸術やスポーツの実技に長けた教員が少な
くなく、みずからの技能的財産を次代の学生、あるいは社会の後進の人々に伝承
していくことに情熱を注ぐとともに、指導法に関する研究を継続的に進めている
教員が多くいることが読み取れます。もちろんそのほかの分野においても、日頃
の教育・研究の研鑽の跡が窺えるすぐれた論文が掲載されています。
芸術やスポーツに関する専門的研究、さらにそれらを地域社会に広める手法と
してのビジネス論などを体系的に統合した理論の確立ができるかどうかについて
は十分な確信をもって答えることはできません。しかし、本書は一見多分野の研
究論文の集積のようにみえますが、それぞれの内容を読み込んでいけば、専門と
する分野が異なる読者であっても、多くの点で自分の研究分野への適用可能な興
味深い内容を見つけることができます。このことは、他専攻、あるいは異なる研
究分野の教員同士のコラボレーションの可能性を示唆しています。
一例をあげてみます。音楽を聴くこととスポーツの動きを見ることの間には
きわめて大きな共通点があります。音楽のメロディーもスポーツ（に限りません
が）の運動も時間経過があってはじめて成立する時間ゲシュタルトとしてわれわ
れに現象します。ベルクソンがいうように、これらを止めて（静止させて）と
らえることはできません。空気の振動としての音や物体の位置移動としての運動
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は物理現象であることから科学の対象となり得ますが、人間の体験としての音
楽鑑賞や運動観察の内容は自然科学的に、つまり数値でもって表すことはできま
せん。芸術やスポーツの研究における感性の意義が再認されることになるでしょ
う。これは今日の自然科学とはまったく次元の異なる領域に属しているため、独
自の研究方法が求められます。したがって、ベルクソンが純粋持続と呼ぶ人間の
時間意識の現象を研究するには直観によることになります。ここでは、芸をきわ
めた者のみが論じることのできる固有の世界が対象となります。運動と音楽のと
らえ方という視点で共通点を浮き上がらせ、認識過程の深層構造を明らかにす
る研究が進められれば、芸術やスポーツを普及、指導する人材を育成する本学に
とって、専攻を超えたきわめて興味深い文化資源となるはずです。
この例は非常に狭い範囲の研究内容にすぎませんが、たとえば芸術やスポーツ
活動とビジネス論のコンビネーションによる研究のように非常に幅広い領域にわ
たって応用できるものも少なくないと思います。すでに本学は、北海道内の各地
へ演奏旅行に出かけ、地域の人々にオーケストラの魅力を伝える活動や、美術制
作展の開催、また子どもたちにスポーツや音楽、絵画の教室を開いたりするプロ
グラムを展開しています。これらの活動にビジネスの手法を取り入れれば、効果
的な広報による観客数、参加者数の増加のみならず、人々のニーズに即したコン
テンツの精選、さらに活動の展開の仕方などあらゆる面で進展が期待されます。
これらの活動は実践と同時に広範な研究領域でもあり、これからの芸術・スポー
ツ文化の伝播にとって不可欠の研究領域となるでしょう。
本書の刊行が、これまで異分野と考えられていた領域の研究交流を促進し、芸
術・スポーツ文化学の創設に向かうきっかけとなることを期待します。

北海道教育大学岩見沢校　キャンパス長　佐藤　徹
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